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1. はじめに 

近年の IT の急激な発展によって、大量の文書データか

らの入力文と意味が類似した文の検索への期待が高まっ

ている。我々はこれまでに、意味解析システム Sage[1]を

用いて意味グラフベースで質問文と知識文を照合し、類似

度の高い知識文から疑問詞と照合する箇所を回答として

抽出する質問応答システムMetis[2]を開発している。本研

究では英語意味解析システム ESage[3] を用いた英語質

問応答システム EMetis を開発したので報告する。なお、

NTCIR-6 の CLQA のデータを基に、評価実験を行った。 

2. EMetisの概要 

EMetis では、図 1 に示すように ESage で質問文の意

味解析を行い、質問文解析により質問箇所の特定及びその

意味を表す意味制約を決定する。その後質問文から抽出さ

れたキーワードを用い知識文を取得する。得られた知識文

の意味グラフと質問文の意味グラフの照合を行いグラフ

類似度を求める。また、疑問詞と照合する箇所を解答候補

とする。グラフ類似度やキーワードの類似度などを求め、

回答に順位付けを行い出力する。 

 

図 1 EMetisのシステム構図 

3. 質問文解析 

質問文解析では、まず質問文の疑問詞が何を尋ねてい

るのか判断するために、疑問詞タイプ(HITO, TOKI,  

MONO, BASHO, RYOU, TITLE, NANIX, WHY, HOW, 

DEFなど)の判別を行う。次に、質問箇所の概念 IDを与 
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える意味制約を決定する。意味制約を決定するために質問

文から 5つの特徴文節（質問ノード、主述語、主体、主題、

実体）を抽出する。質問ノードは、質問文中での疑問詞を

指す。主述語は、質問中で問われている対象が行う行為を

表す述語を指す。主体は、主述語の主語となるものを指す。

主題とは、問われている対象を表す。実体とは、疑問詞が

修飾している名詞節を指す。図 2 に 5 つの特徴文節の抽

出の事例を示す。疑問詞タイプとこれらの概念をもとに、

質問箇所の概念 IDを与える意味制約の決定を行う。 

 
図 2 5つの特徴文節（質問ノード、主述語、主体、 

主題、実体）抽出の事例 

4. 知識文検索 

知識文をデータベースから検索するキーワードを主と

して「名詞節」、「断定節」、「動詞節」、「形容詞節」、「動名

詞節」、「形容名詞節」、「断定名詞節」から選出する。EMetis

のキーワード作成で特徴的なのは、選出したキーワードに

対してその同意語を指定数まで OR で結合することであ

る。例えば、図 2に示す質問文のキーワード “president”

からは、検索文字列 ”president” OR ”head” OR “director” 

OR “principal” が生成される。さらに、各キーワードには

質問文に対応する知識文を特定する能力により優先度を

つける。これらの組み合わせを、合計優先度の順に並べて

指定数まで検索する。 

5. グラフ照合と回答抽出 

質問グラフと検索された知識グラフをグラフ照合する

ことによって回答を抽出する。 

例えば、図 3に示すように、③の質問文 (その意味グラ
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フは①) に対して④の知識文(その意味グラフは②)が検索

されたとき、両グラフ間において概念類似度が閾値(例で

は 0.81)以上の値を持つノードペアのうちそれらの類似度

合計が最大となる組み合わせを決定する(意味グラフ照合

という)。事例ではこの共通類似ノードペアは⑨に示すよ

うな 4つのノードペアである。これらに対してあらかじめ

定められている数式に基づいて⑧に示すようなノード類

似度を求める。また、これらのノードペアに対して両グラ

フ間において共通する辺(例では⑩)がある場合は同様に

⑧に示すような辺類似度を求める。これに、さらに両グラ

フ間における辺と 2 辺からなる道との類似性による辺道

類似度を加え、グラフ類似度(⑦)とする。これらに 2文に

おけるキーワードの類似性に基づく文キーワード類似度

を加え、⑥に示す文類似度を求める。さらに、この知識文

が含まれていた知識記事におけるキーワードの類似性に

基づく記事キーワード類似度を文キーワード類似度に加

えて総合類似度(⑤)とする。これらの類似性において、質

問箇所(例:Where)に照合する箇所(例:in Portugal)を回答

とする。これらの回答を総合類似度の順に出力する。 

6. 実験及び評価 

 NTCIR-6 の CLQA の英語質問-英字新聞コンテストの

データを用いて評価実験を行った。結果を表 1 と表 2 に

示す。 

 

表 1 CLQA中国関連英語質問-英字新聞の評価実験結果 

 全質問(150問) 

正答率 

正解記事有質問(38問)

正答率 

EMetis 22% 86.8% 

MHC 18.7% - 

なお、当時参加者に配られた一部の英字新聞記事を我々

は利用できないので、正解記事を入手できた 38個の質問

のみを用いた正答率も求めた。MHCは当時の最高成績の

参加者である。 

表 2 CLQA日本関連英語質問-英字新聞の評価実験結果 

 全質問(200問) 

正答率 

正解記事有質問(81問)

正答率 

EMetis 27.5% 67.9% 

日本語関連問題には当時参加者はいなかった。 
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図 3 グラフ照合と回答抽出の事例 

Copyright     2020 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-500

情報処理学会第82回全国大会


